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M ストス 


取巧説明書 


このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただを、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書 J は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場含は、お 
貫上げの販売店にご相談ください。 



♦巧をのために必ずお守りください- 

♦使用ずる場所 . 

♦各部のなまえ . 

•使用前の準備 

ストーブを取0出す . 

燃牌 . 

給油のしかた . 

点火前の準備と確認 . 

♦使いかた 

点火のしかた . 

炎の調節のしかた . 

消火のしかた . 

巧震自動消火装置 . 
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•点検.ず入れ . 10〜11 

♦故障.異常の房がけかたと姐置ちミ去 . 12 

♦部品交換のしかた .. 13 

♦保管(長期間使用しない場含) . 14 

♦廃棄ずるとを . 14 

•化様 . 14 

♦アフターサービス . 裏表紙 
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お使いになる前に 





























安全のために必ずお守りください 


お使いになる人や他の人へのを害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正し < 使用するために、必ずお守りいただくことを説明しています。 
ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じるを害や損害の程度を巧の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または火 
がの危険び差し迫ってちじることび想定される内容を示しています。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重儒を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示していまず。 

A 注意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生げ想おされる内容をおしていまず。 



お守りいただ < 内容を、次の絵表示で区分しています。 


Q®®® 

この給表おは、「禁止 J され 
ている内容です。 

か © 

この絵表示は、必ずしてい 
ただく「指示」内容です。 



この絵表示は、「ま意」して 
いただ < 内容です。 


■ 


♦説明文中の r お願し U 事項は、本機を誤りなく正しく使用して 
いただ<ための内容が記載されています。 


A 危険 （ DANGER ) 


★ガソリン使雨禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 

少量の混入でち、火災の原因にな0ます。 

01 

巧 ガソリン留止 J 

必警告 ( WARNING ) ' 


換気必要 I 

•換気せずに使用しつづけないで<ださい。 

酸累び不をすると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中まになるおそれびあります。 
• 使用中は必ず1時間に1〜2回（1〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでくだごい。 


★スプレー宙厳禁 

スプレーなやカセツトこんろ用ボンベなどを、ス I プの上や周囲に放置しないでくだごし、。 
熱で吿の圧力び上びり、爆発し、を挨です。 




I ★力ーテン、可燃物近接厳禁 I 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでください。 
ストープの周囲に可燃物を置かないで< ださし、。 

ス I ブの熱気で着火して、乂災の原因になります。 


女巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、义災の原因になります。 



★寝るとさ消乂 

寝るときや外出するときは、必ず义が消えていることを確認してくだごい。 
予想しない事故び発生するおそれびあ0ます。 



〇 


★給油時消火 

給油は、必ず消义し、ストーブの温度が充分に下びつてからおこなつてくだごい。 
火災の原因にな0ます。 



★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧している部屋で、可燃性ガスび発生するもの(ガソリン、ベンジン、シンナー)や、 
スプレーを 使用しないでください。 

火災や故障の原因になります。 

★やかんのせ禁止 

■やかんやなべなどをのせないで<ださい。 

振動や接輔によって、やかんの落下や、やびんの熱遍びこぼれ、やけどのおそれびあります。 

• ストーブの上で湯わかしなどをおこなわないでくだごい。 

熱湯などでやけどをした0、ガラスが•筒び割れた0、異常燃焼(立炎)の原因になったり、油タン 
クに水び入ったり、錯び発生する原因になります。 



0 


使用禁止 



0 

















A ミち意 （ CAUTION ) 


女異常時使用禁止 


におい、すすの発生、《の状態など異常燃焼を起こしたとさは、使用しないでくだごい。 
緊急の場合でちあねてずに、しんを下げて消火してくだごい。 


★ガラス外筒の割れ使用禁止 


ガラスが筒び欠けたり、割れて破損したままの状態では、お巧に使用しないで<ださい。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあります。 


り r 正常燃焼 の確認 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上びりすぎた0、燃焼筒びずれていると、すすや油煙び出て異常燃焼を起こして危険です。 


I ★高温部接触禁止 


燃焼中や消火直後は、高温部、天板(上面)やガードに手などふれないよラにを意してくださし、。 
燃焼中は必ずつ D 手を降ろして < ださし、。 

やけどのおそれびあ0ます。 


編® 


接觸禁止 


★ふく射熱に長時間あた5ない 

ス1''ープの間近で成く射熱に長時間あた0 
ります。 

と<に、幼いおデ様やお年寄0、病気やな 

つづけると、低温やけどや脱水症がになるおそれびあ 

の不宜由なちなどの暖房には充分にを意して<ださい。 をけどま意 

★ほこりの除去 

置台、製思内部のほ [ 
油タンクの下か6燃 : If 
ください。 

ごみ、ほこりなどび:; 

こりをとをどき除ましてください。 H 

苗用空気を吸い込みますので、紙、ビニールなどを入れないようにま慧して 

つまると、巽常燃焼や乂がの原因にな0まず。 

★巧震自動消乂装置の作動確認 

使用開始時と、使用中は 1 箇月に1回 
を確かめてください。 

確実に消乂しないとさは使用しないで、す 

A 

、纖自動消义装置を作動させて確実に消ルすること WW 

ぐに修理して < ださい。 ® 胃胃 S 

★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ず 
純正部品を使巧しないと 
生するおそれびあ0まず 

トヨスト-ブ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

ストーブの性能を損なラばか0でな<、故障や予想でをない事故び発 


故障、破損したら使巧しないで<ださい。 

ストーフは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。異常燃焼やすす、油煙の発生原因になります。 


分解禁止 



★居室內給油禁止 

給油は、必ず火の気のな 
火災のおそれびあります 

1 ^ 

一、ところでおこなつてください。 V 

禁止 


★変質な油禁止 

変質な油(持ち越した；! 
しないでくだごい。 
異常燃焼や故障（しん? 

了ミ由など)、不純な油(灯油政がの油-水-ごみが混入した灯油など)を使巧 V X / 

ザ下びらない、点火でさない、乂び消えない)の原因にな0ます。 禁止 

— 

★燃焼中移動禁止 

火のついたまま持ち運ば? 
やけどのおそれびあ0ま- 

ないでくださ化 (\) 

す。また、転倒すると火災になるおそれがあります。 


★移動•運搬ずるとをのま意 


•ストーブを移動させる場合は、必ず消火し、ストーブの温度び充分に下びってから、つり手を 
持ち製品をつり下げて傾けないよラに静かに移動して<ださい。 

つり手を斜め、横方向に側して持ち上げると、つり手び抜けて製品び落下して危険です。 
•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾霉池を取りはずして、 
油タンクの灯油を巧いてください。 

運搬の途中で灯油びこぼれて、周困を巧すおそれびあ0ます。 







崔 



ミ全のために必ずお守りください 


必ミ主意に AUTION) 


★お子 様やお年寄りのご使用に注意 

お子様やお年寄り、体の不自由な方びお徳いになる場合は、ストープのお扱い、部屋の換気、高温部への接触による 
やけど、低温やけどや脱水症がなどについて、周囲の人び充分に注意してください。 


★保管時にして いただ<こと 

•長期間使巧しないとを又はな管するとさは、必ず灯油を抜いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

乂災のおそれびあります。 

• しんの手入れ(か5焼をク U —ニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあ0ます。 


★廃棄するとを] 

ス I プを廃棄処分するときは、おず油タンク内の灯油を抜さ取り、電池ケースから乾電池を取りはずしてくださし、。 
(14 ぺージ参照） 

灯油や乾電池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


A 

ま意 

© 

指示 


f 


★次の場所では巧用しない 

火がや予想でさない事故や故障の原因にな0ます。 

C 水平でない場所、不ま定な場所つ 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使巧しないで<ださい。 

巧震自動消义装置び誤作動することがあります。 

• しっかりしたじようぶな床面で使用してください。 

•移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでください。 
転落した0、火がになるおそれがあ0ます。 

暖がなどストープが囲われる場所つ 

• 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないでく 
ださし、。 

义災の原因になります。 

: ほこりや湿気のをい場所） 

•粉類や繊維を取扱う墙巧や温室-養鶏塌など、塵やほこ0のをい 
場所では使用しないで < ださし、。 

燃焼巧空気(酸素)を取入れる箇所び目づまり状態になり、異常燃 
巧を超こずおそれびあ0录す。 

: 温室•飼育室など人のいない場所） 

• 使用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれびあ0ます。 


r 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外 ) V y 

•風のおにる場所や屋列では使用しないで<ださい。使用禁止 
炎び出てを険です。掃除機の排気びあた6な 
いよラま意してください。 

•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったりつま 
ず < 場所で使用しないで < ださい。 

転倒して事がや义がび起さるおそれびあります。 

广不巧定な物をのせた棚などの下 j 

•落下物にぶ D 火ぶび起きるおそれびありまず。 
r 直射日光のあたる場所、温度の高い場所） 

•異常燃焼をおこすおそれがあります。 

•油タンクの'打油びあふれ出て火災のおそれびあ0ます。 
广可燃性ガスの発生ずる場巧、またはたまる場所） 
• 爆発や火災の原因になりまず。 
r 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化ぎ猩品を巧弓場巧^ 
•化学薬品びスト-ブの熱で密化し、器具の故障や、腐を 
性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める原因 
とな0ます。 




I 


お願い （ NOT に E) 


★灼■油の廃棄 •灯油の廃棄赃分は、な迪をお買し、求めになった販売店にご相談くださし、。 


使用ずる場所 


女効果 的に使用するために 

•このストーブは、なるべく部屋の中央に置いていたださますと、対流効果によってお部屋のミ晶度 
のムラびかなくなり、効果的な暖房びでをます。 

(ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場巧、可燃物のそばには置かないで < ださい。） 
• お部屋の空気をサーキュレータなどで巧流させまずと、お部屋の温度のムラびよりがなくなり、 
効果的に暖房びでをます。 

(このときストーブには直接風びあたらないよラにしてください。） 











































各部のなまス 














































使用前の準備 


ス I ^ーブを取り出ず 


I 包装箱に表示してある r 包装の内容」をご6んになったうえ 
I で、每装箱か5包装がを取り除き、製品を傷付けないよラ 
に取0出してください。 

-お願い- N 

包装ネオは可燃物ですか5、必ず取り除いて<ださい。 


天板の両側にある巧と、ガードの両 
側にあるつ0手ブラケットの巧を合 
ねせるよラにして、天板をガラスが 
筒にかぶせて < ださい。 


天板の巧\ 


) 天板を取り出して、ガラスが筒 
■ の上下にある包装がを取り出し 
てか6、ガラスが筒を元どお0 
に静かに入れてください。 

-お願い- N 

RB -25 のガラスが筒には上下 
びありまず。 

ぼかしの入っている側を下にし 
て取り付けてください。 



たり丰ブラ巧卜 


I つり手を、正面側から、ガードの両 
^側にあるつり手プラケットの巧と、 
天板の両側にある巧を通して取り付 
けてください。 

:油タンク底面の脚を、置台の止め板 
^の下に、油タンクを回すよラにして 
押し込んで取り付けてください。 

-お願い- N 

おず置台を取り巧けて使用してください。 


油タンク 



廢燃料は灯油 （ J 旧1号な油）を必ず巧用してください。 
货変質灯油、不純よ了油は、絶対に使用しないでください。 


么危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高し、油は、絶巧に使用しないでくだをし、。 
か置の混入でも、乂災の原因になります。 


011 


ガソリン禁止 


I 


•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったとさは、 
あわてずに緊急消乂レバーを押して消火してください。 

•変質灯油(持ち越した灯油など)、不純丹油（な油むがの油- 
水•ごみび混入した巧油など）は、絶対に使苗しないで<だ 
さい。 

異常燃焼や故障の原因にな0ます。 

•巿販されている巧燃剤(添加剤)は使用しないでください。 
異常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(乂の気のない所でおこなって < ださい） 


〇阿油 


X ガソリン 


@な油の保管のしかた 


♦ I 灯油は必ず乂気、雨水、ごみ、高温 V 

および直射日光を避けた場所に保管 „ 5 

してください。 

•灯油の容器は専用のをれいな容器を„ ^ 

使用してくだごい。また口油容器は四:^ ^ 
必ず JIS 認定品で色つをの灯油専用 I [一"。 
容器を使用してください。 f な 

• 丹油容器内の灯油び少ないと温度変——^—— <5 

化により結露して水びたまることが 
あります。 

• ドラムちなどで、長期間大量に保管しないでください。 

♦おモ様の手のとどかない巧に保管してくださし、。 


0 

、禁止 


濡れたままです。 


すぐに乾いてしまいます: 


良い保管 


悪い保管 


直射曰光、雨水が当たらず、 
火気のないを暗所へ保管 


直射日光、雨水の当たる 
ベランダなど、室かの保管 




0 


禁 J 


変質な油とは 


不純な油とは 


• ちい灯油。（ひと夏持ち越した灯油） 
•長期間、曰光の当たる場所や、溫度の 
高い場所に保管した灯油。 

•容器のふたが開けてあったり、郭白色 
の容器で保管した口油は変質しやすい。 
•変質のひどいちのは黄色巧をおびた0、 
すっぱいにおいがします。 

• 変質を防ぐため丹油は裂シースンに持 
ち越さないよラにしてください。 


0 


/ ちい巧油は 
、使ねないで' 


使用禁止 


’巧油なかの油（ガソリン、シンナー、天 
ぶら油、機械油、重油など）びほんの少 
しでを混入した灯油。 

I 水やごみび混入した打油。 


0 


使用禁止 



/打油 LU 列が'' 
ミ由、水、ごみを 
、入れないで ノ 






















万一変質なミ由やす純な油を使つたときの処置のしかた 


•水の混入した巧油を使用しますと、しんび上下しにく 
くなったり、油タンクに灯油び残っていてを炎がルご 
くなり、異常燃焼を起こして激しいにおいびしたり、 
乂び消えたりします。 

♦ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いをのげ混入し 
た灯油を使用しますと、乂災の原因にな0ます。 


油タンク巧の悪し V 灯油を抜をおり、良質の灯油で内 
部を2〜3回洗ミきしてから良質のな油に入れ替えて 
くださし、。 

應し、 I 打油び残っていると再発します。） 

14ページ FMII 2しんの手入れをするを参目.島し 
て、しんの先端の固<なっている部分を、ラジオペ 
ンチなどで軽くつぶしてか6、しんのか5蠻寺ク U 
—ニングをおこなって < ださい。 

しんの手入れをおこなってを効果のないとさや、水 
びを量に混入している場合は、しんをおり替えてく 
ださい。 

替えしんについては、販売店までお問い合わせ<だ 
さし、。 


---お願い- 

変質の油や不純巧油が原因でアフターヴービスを依頼されたときは、保詔期間中でも有料修理となります。 


変質口油や不純'な油を使用ずると 

•変質な油や不純な油を使用しまずと、しんにを及の夕 
ールびたまり、しんの巧端び固くなったり、点义しに 
くくなったり、しんび上下しにくくなったり、炎び大 
をくならなくなったり、激しいにおいがしたりしまず。 
また、消义時にしんが下び5ず义び消文な<なりまず。 


変質な油•不純な油の見分けかた （コップに水を入れ、次に'口油を入れて背樹こ白し、紙をぁてます。) 


かと同じ無色透明なら正常。 


かしでち色びついていたら使用しなし、。 




0 

使用禁止 


変質な油や不純の油の見分けかたはた 
いへん難しいので、メーカーのはっさ 
0 しない巧油は使用しないで<ださい。 


乾電池を取り付ける 


•乾電池は別売です。 

市販の単二形乾輩池 （ 2個)を購入して 
くだごい。 

1本体鞭ちの電地ケースカバーを取り 
I はずしてください。 


市販の単二形乾輩池 （ 2個)を購入の 
うえ、電池ケースの @ G 表示に正し 
く合わせて取り付けてくだごい。 
•新しい乾電池とちい乾電池、種類 
の違う乾電池を混ぜて使用します 
と、点火でをなかった0、点乂し 
にくくなった0、液漏れや破裂す 
る原因にな0ます。 



電池ケースカバーを、元どおりに取 
り付けてください。 




-お願い- 

製品の輸送中に生じたガラス外筒の破損、燃焼筒の変形、 
ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べてください。 


お使いになる前に 


.，が 

藤 

一薄': 







目用前の準備 


給油のしかた 


•ストーブを使用するときは、ときどき油量計を見て、阿油びあるかどうか確認し、油量計の針び「0」の位置を示す前に給油し 
てください。 


給ミ由は、必ず消义して、ストーブの温度が充分に下がってからおこなってください。 


瓜離た 給畑ま、必ず消义して、 
^胃 cq 乂災の原因になります。 


3 


A 注意 

給油は、必ず乂の気のないところでおこなってください。 

义がのおそれがありまず。 

0 



禁止 


給油□ふたを開ける。 

給油口ふたを、左（〇)に回し 
て巧りはずしてください。 


油量計を見なが5給油ずる。 

♦市販の給油ポンプの先端を J 

止まるまで軽 < 差し込んで、 

油量計を見なびら給油して 
<ださい。 

(ホースび巧けないように ^ 

手で固定しなびら給油して ^ 

ください。） 〜 

• 灼■ミ由は、油置計の r 満」の位： 
置まで給油してください。 お ■ 
r 危」の位置まで入れ過ぎま 
すと、あふれ出ることびあ 危巧の 
りますので巧分を意してく 鱼 1- 

ださい。床を巧したり、臭 
気や乂がの原因になります。 




-お願い- 

オート給 i 由ポンプを固定する場合は、ホースを油タン 
クにクリッブで固定でをないので、必ず、ホースび給 
油口から巧けないように手で固定しなび5使用してく 
ださい。 

I オート給油ポンプの「満星位置」の調節は、ポンプの取 
巧説明書に従っておこなってくださし、。 

給油□ふたをしっかり綱める。 

•給油□ふたを、ち（(つ）に回し 111卜\ 

てしっか0しめて<ださい。 角り f @1 W \ 

• の油容器のふたを、しっか〇締 fpr /--- 
めておレてくださレ。 =4=^^ 


こぼれたな油はよくふを取る。 

♦ こぼ： n た打油は必ずをれいにふ 
を取ってくださレ。 

を険ですし、燃焼中に臭気を発 
生する原因にをなります。 



点乂前の準備と確! 


水平の確認 


>水平な塌巧で使用してください。 

ストーブは、必ず水平なを定した場所で使巧してください。 

ストープび、傾いていないか、不を定なげ態になっていないか、必ず確かめてください。 
ストーブを傾いた状態で使用しますと、巧展呂動消义装置び誤作動することびあります。また、捉 
倒しやすくなったり、異常燃焼の原因にな0ます。 


が震自動消乂装置のセット 


(再セットずる場合でを同じ手順でず。） 


I しん調節つまみを r 燃焼」の方向へゆっくり回ず。 

•しん調節つまみを、「燃焼」のち向（ぐつ）に、ゆっくり止まるまで回しますと、巧震自動消火装置 
び自動的にセットされます。 

•巧震自動消义装置をセットするときには、「カチカチ」と音びして、少し重くなります。 


点乂前の確認 


I 燃焼筒のセットを確認ずる。 

•点乂操作をする前には、必ず、燃焼筒び正しくしん調節器にセットされているか、か炎筒つまみ 
を左ちに2〜3回動かして、スムースに動<ことを確かめて<ださい。 

•ストーブの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してくだ 
ごい。 

巧'燃物びあると火災になるおそれびお0ます。 


しん班節つまみ 








点乂のしかた 


•初めてお使いになるとさは、点火後、機器に付着している 
ほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく使用して 
いただければにおいはなくなります。 

•点火殺しばらくの間は、がび安定せず、 r ボッ、ボッ、ポッ J 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばら<する 
と炎びを定し、音びしな<なります。 


-お願い- - 

使い始めや、しんのな換後、しんの手入れ（か5焼をク 
リーニング）をしたときは、給油後約巧分 lU 上待って、 
しんに巧分なミ由が吸い上げ5れてから点义してください。 
巧分に吸い上げられていない状態で点义しますと、点义 
ヒーターのフィラメントを変形させたり、しんを傷めます。 


しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆっく 
り回す。 

• しん調節つまみのを、 r 燃焼」の r - 1 

ち向（〇)にゆっくり止まるま P 

左回ん結親しも 


しん調節つまみを「燃焼 J の方向へゆつく 
0回す。 

しん調節つまみを、「燃焼」の方向 I -1 

(〇)にゆっくり止まるまで回し f 

だぶ哉ります） bmM 


ムん巧節ごまみ 


ムん巧節つまみ 


点义レバーをゆっくり巧し下げる。 

点义レバーを「点义」のち向 （♦) に、11 
ゆっくり巧し下げてください。 I し〜_ 
(点火します） 


ifaiir 


点火レバー\ 


乂が廈いたことを確認し、点乂レノ く一を戻ず。 

火び着いたことを確認したら、手 I り 

を点火レバーからゆっくりはなし し-- I 

てください。 


な乂レ K - 


燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、扉を開けが炎筒つま 
みを左右に2〜3回動かし、燃焼 
筒び正し<しん調節器にセットさ 
れているか、しんの上にのってい 
ないかを必ず確かめてください。 


1扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 
影體をラけて異常燃焼を起こずおそれがあります。 

-お願い- N 

•扁义ヒーター付近から白煙び出て点乂しにくいとさは、 
点义レバーをがし戻ずと点义しやずくなりまず。点火 
ヒーターのフィラメントを、しんか51〜 1.5 mm 離ず 
のが一ま点义しやずい位置でず。 

•点火操作をしたとさ、点火ヒーターの赤熱び不充分で 
点火しにくい場合は、新しい乾電池〔単二形乾電池； 

2個〕をご購入のラそ交換して使用してくだごい。 

( 6ぺージ I 乾雷池を取 り付ける I を参照） 



扉を開けて、が炎筒つまみをゆっ<り持ち 
上げて、マッチや市販の点乂用ライターで 

禮庶 . mm 

っく 0持ち上げて、マッチや巿 
販の点火用ライタ-などを使っ/^式薦 \ 
てしんに乂を着けてください。 ] ^ 

•たばこ用のライターで点火しな 
いでください。 

•マッチで点乂した場さは、マッ 
チの燃えかずを、しん付近や機 
器巧に落としたり、畳台の上に 
置かないでください。 

乂が着いたことを確認し、が炎筒つまみを 
ゆっくり戻ず。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

•义び着いたことを確認したら、 111 1111 

外類っま純左もに2〜3回 fWyyyupi 
動かし、隱筒び正しくしん調 
節器にセジトされて L ぶか、し 
んの上にのっていないかを必ず 呼' 

確かめてください。 

•义び着いたことを確認した6、 ^ ^ 

しん調節つまみをかしだけ（点 - 

乂しに火び消えない程度に）消 
义の方向に回してみて、引っか 
かりびなく スムース にしんび下 
げられることを確認してから、 

ちラー度しんを上げて使用して 
<ださい。 

しん調節つまみびスムースに回らないとさは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を 
始めからやり直して<ださい。 

• ライターをス I ブの周圍に巧置しないでくださし、。 

扉を閉める。 

扉を閉めて<ださい。扉を開けたまま使用すると、風の 
影響をラけて異常燃焼を起こすおそれびあります。 


使いかた 


使いかた 






g いかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 i 


•がの調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

• しん調節つまみを回して炎を調節するとさは、^3巧就のイラストをよく見て、化ず正常燃焼の範囲で使用してください。 


炎の状態 


最大正常燃焼のとさの炎の長さは、内《板から！〜 2 cffl です。 


異 常 


正 常 


正 常 


冥 常 


内炎板 



l~2cm 





しんび上びり過ざ 

(がび大舌< な0ずぎている） 

ずすや一酸化炭素が 
をく発生する 


最大正常燃焼 

炎び内炎板から 
1〜2帥出る巧態 


最小正常燃焼 

おび内が板から 
出ているげ態 


しんが下びり過ぎ 

(がび出ていない）_ 
においや一酸化炭素び 
をく発生する 


MV 


心ん巧節ごまみ 


@おの大きさは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点义後2分ほどで、がび上びってをます。しばらくすると炎び長<伸びてさます。炎び妈いよ<環 
がに、斜め上方に燃え上がるのびよい状態です。 

•室内温度び上昇して《び大さ<なりすぎて、すすび出ることがあ0ましたら、しんを下げて炎を調 
節してください。 

•燃焼中は、時々がを見て、正常燃焼であることを確認して<ださい。 

正常燃焼でないときは、炎の調節をしてくだごい。 

•炎は全周巧^には揃いません。上図の絵のよろに前を左ちに化けたがの長ホは.それ 
ぞれ異な0ますび、その比率び1巧2<らいでち正常です。 


乂力を弱くずる場合の注意 


•义力を弱< した場合でを、炎び内炎板か6出ているが態で使巧して<ださし、。 

•あまり义力を弱くすると、においや一酸化炭素びをく発生し、しんにタールび付着します。 

•使用時間の経過につれて、燃焼筒やしんの劣化によっておびかごくなることびあ D ます。しんをいっぱいに上げてちおび大き 
くならないときは、14ベージ rwi 2しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをおこなってください。 

•変質阿油や不純好油を使用してしまい、しんにタールび付着した0、水を含んでしまったとをは、炎び大をくならないととを 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、14ページ CHE 2しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入 
れをして < ださい。 


消义のしかた 


通常の消乂の場合 


しん調節つまみを、「消火」の方向へゆっくりと回す。 

しん調節つまみを「消火 J の方向（〇)へゆっくり止まるまで回してください。（速く回すとにお 
いび出やずくなります。） 

消乂を確認ずる。 

• においをかなくするため、 4 分程燃焼(炎び一部残る）して消乂します。 

•消火操作後は、火び確実に消えたことを必ず確認して<ださい。 


1しん調節つまみ 


緊急の消乂の場を 


卷緊急消乂レバーを押し下げる。 

緊急消火レバーを押し下げて、巧震自動消火装置を作動させてください。 

このとさ急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

•しんが下びらず消义できない場合は、しん調節つまみを回して、しんを下げてください。 
それでもしんび下び5ない場合は、义げ消えるまで燃やしをつてください。 






消乂のしかた 




•時間にホ裕びない場合は、天板の巧からコップ 2 杯 (400m6 程段の水をかけて消火してください。 


水をかけると水懸気び出た0、ガラス外筒が割れることびありまず。あわててヤケドをしないよラに、 
手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなつてくだごい。また、あとで油タンク內の水 
の入った灯油を抜き、しん交換び必要です。 


• しんを下げられない原因は、しんにタールびたまっていたり、水を含んでいることびありまずので、 14 ページ 
保营12しんの手入れをずるの巧を参照してしんの手入れをおこなうか、新ししんんに交換してくださし、。 





消乂後再点乂ずるとさの注意 


消火後、約 5 分間は再点火しないでください。燃焼筒びをえないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点火しないことびあります。 . 


巧震自動消乂装置 


巧震自動消乂漠置は、ストーブ本体び地霞(禁度約 5 な上)や強い振動、衝整を受けたとを、义がなどの危険を防ぐために自動 
的に消义させる安全装畳です。 

地駕によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど異常がな 
いことを確認した後、再点义してくださし、。 


r 巧震自動消义装置の取扱い上の注意 


•通常の使巧時には、しん調節つまみを回して消义してください。消乂の際に対霞自動消义装置を作動させますと、においび発 
生します。 

•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとをなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急ミ肖义レバーを押し下げて巧 
屬自動消火装置を作動ごせ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ストーブををい間使用しないときは、巧震自動消义装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット I 
したまま放置しますと、対巧自動消火装置の寿命に悪影嚮をあたえます。 

• ふさこぼれやすい牛乳-鍋物の煮たさ(保温)に、ストーブを絶対に使用しないで < ださい。 

* しんにタールび付着して固<なっていたり、がを含んでいると、しんの上下操作び重くな0、巧疫自動ミ肖乂装置び作動してを 
消乂性能び善しく悪くなり、义災の原因にな0ます。 


点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなうときは 


使うたびに 


ストーブを消火し、本がの温度が巧分に下がってからおこなってください。 
手をけびしないように手袋をはめて、おこなってください。 

巧お自動消义装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

必ず乾電池を、要池ケースから取りはずしてか 5 おこなってくださし、。 



点検窗巧 

点お巧宮 

赃垣方法 

ス1プの 
周囲 

♦ストーブの周囲に可燃物や障害物びありまはんか。 

[火巧の原因にな0ます] 

•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 

油こぽれ 
油たまり 
油にじみ 

•油タンク、置台の表面に、油びこぼれた0、たまった 
り、にじんでいませんか。 

[火災の原因になります] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ油はされいに所 
を取って < ださい。 

ミ坦漏れ 

■油漏れはありませんか。 

[火災の原因になります] 

•油び焉れている場合は、ずぐに使用をやゆ、お買上 
ばの販売店に修理依頼をしてくださレ。 

ガラスが筒 

•巧けたり、割れたりしていませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

• 新しいガラスが筒に交換してください。 


1箇月に1回 ly 上 


点検箇所 点巧巧容 


ほこり •置台にほこりびたまっていませんか。 

燃棵用空気肢础 • 置台の上に物び入りこんでいませんか。 
(しん如筒下部）[異常燃焼や火災の原因になります] 


処置方法 


置台を取りはずし、たまったほこり、ごみなどを掃 
除機で吸い取った0、雑巾などでふさ取ってくださ 
し、。 























































m - 手入れ 


点検•手入れのしかた 


1箇巧に1回切上 


点検箇所 
巧黒白動 
消火装置 


ミ由タンク 


_ 点 ぉ巧容 _ I _ 化 畳方法 _ 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台をゆ♦しんび完全に下びらない場合は、しん、 感愛卽 の項 
すると、巧震自動消义装置び作動します。そのとさしの点検をしてください。 

んび下びりますか。 •販売店に修巧依頼をして <ださい。 

[確実に消火することを確認] 


»油タンクに水やごみびたまっていませんか。 

[しん上下の操作び重くなった D 、 鐘やミ由漏 ri の原因に 
なります] 


2箇月に1回 W 上 


点巧窗巧 
点 乂 
ヒーター 


_ 点な内容 _ 

»点火しない。あるいは、点乂しにくくありませんか。 
[点义ヒーターを点検] 

fo [X■— Tx [X ■— I 


燃焼筒 


固<なっていません 


感度部 


•点乂ヒーターのフィラメントは巧分にホ<なっていま 
すか。 

[乾谭池の蜜圧(消耗)点検]_ 

•燃焼筒の細かい巧に燃えれすや、すすび付着していま 
せんか。 

〔異常燃焼の原因になります]_ 

•しんの先端にタールが付着して、固くなっていまはん 
か。 

しんに夕ールげ付菌していると I 次のよラな不具合が 
凳生しまず。 

•消火操作をしてち、しんび下びらず、消火しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにできない。 

•点火操作をしてを、点乂しない。あるいは、点火し 
にくし、。 

•がが大さくな!5なかった0、燃焼中ににおいがする。 

•感惡部にごみの付着や錯はあ0まだんか。 

[巧猩自動消火装置び正しく作動しません] 


1年に1回 1 U 上 


•給油□ふたをはずして、市販の 
給油ポンフなどで、油タンクの 
中の水やごみを、吸い出してく 
ださい。 




_ 処田方法 

点乂ヒーターのフイラメントび 
変形している場合は、必ず電池 
ケースから乾電池を抜いてから 
マッチ 棒などで、図のよラに軽 
<修正して < ださい。 


•変おびひどいをのや、断線している場合は13ぺージ 
r ち义ヒーターのさをの しかた I を参照して、新し 
い 点火 ヒーターに 交換してください 。_ - 

•赤熱不足の攝合は、6ぺージ 懦^^取り好ける1 
を参照して、新しい 乾逗 池に交換してくだごい。 

♦ブラシなどを使って、燃えかずや、すすを取0除さ、 
されいに掃除して < ださし、。 

•夕ールが付着している場合は、 14 ぺージ rwi 2 
しんの手入れをする に従って、しんの手入れをおこ 
なってくだごし、。 

• しんの手入れをおこなつてち効果のない場合は、新 
しいしんに交換してくださし、。 


• ごみやほこりは、やわらかい布できれいにふきおつ 
て < ださし、。 

•鐘び多量に発生している場合は、お買上げの販売店 
に修理を依頼して < ださい。 - 


点檢窗戸斤「 . _ 点お内容 _1_ 処目方ミ去 _ 

点义装置 ■点火装置の作動はスムースですか。 •点火裳置に付着したごみやほこりは、防銷潤滑剤 （CR 

[点乂不良の原因になります] C 尊）をかけてか5、をれいな巧でふをおってくだごい。 

*13 ぺージ I な乂ヒーター の交換のしかた I を参,照して' 
本体を取りはずしてから手入れをしてください。 

•鐘び多いちのや、巧れび取れず作動び悪い場合は、お買 
J 上げの販売店に修理を依頼してください。_ 

_ 定期点検のおずすめ （2 シーズンに 1回) 

長期間使用されまずと、機器の点検び必要です。2年に I 固程度、シーズン終了後などに、お買上げ巧、または、修理資格者[(財） 

曰本石油燃焼機器な守協会 （ TE し 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講留会修了ち（石油機器技術管理±)など]のいる 
店などに点検依頼されることをおすすめします。 



故障 • 異常の見分け方と処置方法 一修理を依頼される前に一 
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処置方法 


しんの出過ぎ。 

B 

1 

白 


a 






しんを下げて、炎を調節する。 

If 

しんの出びみない。 

B 

B 

1 


B 


1 


B 


新しいしんと究換する。 

ん 

油タンク巧に水び入っている。 

しんび水を含んでいる。 



1 


1 


B 


B 


新しいしんと交換する。 

油タンクの水を抜き、きれいな灯油でずず 
ぎ洗いする。 


しんにタールびついている。 



1 


B 


B 


B 


しんの手入れをする。 （14 ページ参照）また 
は、新ししんんと交換する。 

油タンク内の灯油を正常なむミ由に交換する。 

内 

炎 

筒 

み 

外が筒びしんの上にのっている。 



B 


白 


B 


1 


点火してか!5必ず外が筒つまみを持ってを 
ちに2〜3回動かす。 

巧が筒•が巧筒の変形。 



B 


B 


1 


1 


内炎筒•がが筒にガタツキがないか、真円に 
なっているか確認する。（変形している場合 
は販売店に連絡する。） 

お 

筒 

しん調節器と斜お筒との間にすを間 
びある。 



B 


B 


1 


1 


しん調節器の上面に夕ールびついていない 
か。交は外が筒下部に不揃いびないかを調 
ベる。 

ジゴ 

ミ 

幫 

欠けたり、割れた0していませんか。 



白 


B 


1 


1 


ガラスが筒を交換する。 

臟 

10油び変質している。（汚れた油や 
ボ1」容器で1年間持ち越した油など） 

B 

B 

1 

B 

B 


B 

B 

B 


正常な: U 油に交換ずる。 

新しいしんと交換する。 

料 

灯油び水やごみを音んでいる。 

〇 

B 

1 

1 

■ 


B 

B 

B 


正常な灯油に交換する。 

新ししんんと交換する。 

乾 

乾潭池び消耗している。 

〇 










新しい乾霉池に究換する。巧ぺージ参照） 

池 

正し < 入れていない。 

〇 









〇 

正しく入れ直す。 （6 ページ養照） 

点 

火 

点火装置のコードびはずれている。 

〇 










コードがはずれているときは圧しく差し这む。 
その他は販売店に連絡する。 

装 

這 

点火装置びシヨート（短絡）している。 

〇 









〇 

ショートしないよラに直す。 

不明の時は販売巧に連絡ずる。 

点 

乂 

1 

夕 

1 

痛乂ヒーターのフィラ文ントの形が 
び正常でない。切れている。 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

1 

1 

1 

1 

11ページ1点ん'ヒーター1を蟹脂して TF し 
<直す。 

点火ヒーターを交換する。 

置 

li 

置台に、ごみ、ほこ0びたまっている。 



〇 








置台を掃除する。 


• この表しソがの不具合びあるときは、お買上げの販売店にごネ目談ください。 


お手入れ.保管 


ぶ! 
















































部品交換のしかた 



部品交換のときのを意 


ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけど、けがなどしないようま意しておこなってください。 

① 手をやけどしないよラに、ストーブは消火し、温度び巧分下びるまで待ってくだごい。 

② 乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

⑤手をけびしないよラに、手袋をはめてくだごい。 

I す完をな修理は危険でず。お買いボめの販売店か、（お)日本石油燃焼機器保守協をでおこなう技術管理講習会値了曹（石油機 
器技術管理: t ) などのいる販売店で修理を依頼されることをおずずめします。 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん -Jjt 

I トョ耐熱しん第の種1商品コ-ド:匿07 I 微进適り譜査您是設詔誤 

しんの交換ち法•ミ主意巧容は、トヨ耐熱しんに添付されている取扱説明 Immi インタで表^ trni : いホ T 
書をお読みくださレ。 な° 


ガラス外筒の交換のしかた 


• 巧れ び 所さおれな< なった 0、 巧けたり、割れた 0 した場合は资換してください。 

適をガラス外筒 ML-25B 1 固品コード: 12015902 I \天板 ♦ \ h /f / I 

適合ガラス列筒 RB-25A 商品コード: 12015102 へ\ ) 口// — 

15ぺージ プを取り出す I の3、4頃を参照して、つり手を取りぶの田虹由良> 龍乂 
I はずしてから天板をおりはずしてくだごし、。 ^^^ nnnin^L (化’彻トー 

9ちいガラスが筒を取り出し、 新しし、 ものと交換し、元どおりに取り付け irfermro ™ n 

f てくださぃ。 -ぉ願ぃ- S I ‘‘ [■ 1 

RB-2 己 A のガラスタ備には上下びありまず。 I mtBJUP 

ぼかしの入っている側を下にして取り付けてください。 I 广、 

V __ __ ノ 


が炎筒•巧炎筒の交換のしかた 


適合がが筒）商品 コー ド: 12015825 I [[適合內災筒]!商品 コー ド: 120158日6 

•外炎筒•内炎筒の構成部品び、変おしていた0、ひずんだり、破損した場合は、お買い求めの販売店、または別紙の [MU 
担談窓□一 11 I までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ぺージ 里通を取がすける I を参おして、必ず2個とも市販の新しい乾空ミ也〔単二お乾喔池〕に交換してください。 
•おりはずしたをい乾電池は、表示してある使巧推奨期限内は、霉池能力び残っていれば他の製品に使用できますので、巧利用 
されることをおすすめします。 


点乂ヒーターの交換のしかた 


占 小 k _々_ r な口-1 K ：. 11027112 I •点火ヒーターの交換をするとさは必ず、乾載也を電池ケースから取りはずしてください。 
"、、人 I 旧ロロ 尸.（緑バック） I 乾電池を入れたままおこないますと、やけどをすることびあります。 


本体の止めねじ 3 本を取りは |) 

ずし、本体を上方へ持ち上げ^ 

て、おりはずしてください。難鄭脚ち 
片手で ヒーターホルダー をつ 一 ^― 
まみなびら、点火 ヒーターを ^ 

押しつけなび 5 回して、 ヒー-- 

ター ホルダーから抜さ取ってください。 
片手で ヒーターホルダー をつまみなが 
5、 新しい点火 ヒーターの 凸部を ヒー 
ターホルダーの 溝を通すよラに入れた 
ら、巧しつけなびら回して、点火ヒー 
ターの 凸部を、 ヒーターホルダーの 凹 
部にはめをんでくださレ。 

•点义ヒーターのフィラメントに、指 
を触れないよラにを意してください。 



の凸部\、ス 


ヒ "7 ターホルダー^ 

ヒ"夕一がレダー ®I 


本体をかぶせ、が炎筒を正し< しん 
調節器の上にのだて、本体の止めね 
じ3本で取り付けてくだごい。 


扉を開け、が炎筒つまみを持って軽 
く左ちに2〜3回動かし、が炎筒び 
しん調節器の上に正し<セツ h され 
ているか、しんの上にのっていない 
かを必ず確かめてください。 


C 乾電池 （2 個)を、電池ケースに@0 
U を正しく合わせて入れてください。 


) 



Pf 












が醫（長期間便用しない場昔) 


A ま意 


長期間使用しないとを及は巧管ずるときは、必ずむ油を抜いて、電池ケースか5乾電池を取り 
はずしてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火災のおそれびありまず。 


〇 



1油タンク巧の灯油を抜を取る。 

•油タンクの給油□ふたをはずし市販の給油ポンプの吸込側を油タンクに差し込んで、油タンク 
内の灯油を抜さ取って < ださい。 1 \ \ 

•油タンクに水やごみび残ったまま保管すると、謂や油漏れの原因になります。されいな丹油で /に jr 

すすぎ洗いをしてください。 wS 

2しんの手入れをずる。（か5焼きクリーニング） 

( -お願い- N 

• しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

• しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気をおこなってください。 


①13ぺージの r 点义ヒーターの交換のしかた I の1項を参照して本体を取りはずし、しんの先端 
が固くなっている時は、ラジオペンチなどで固い部分を軽くつぶしてからおこなってください。 

③ 前項1の手順で油タンクの灯油を巧を取って<ださい。 

⑤本体を元通りに取0付けてください。 

④ 通常の点火操作をして、正しく燃焼ごはてくだごい。 

⑤ 火力びかごくなったら、しんを一杯に上げて自然に消火するまで燃やしをってください。 

3置台を取りはずし掃除ずる。 

油タンクを矢がのち向に回して屋台を取りはずし、屋台の上のほこりや汚れを取り除いてくだごい。\ 油タンク ー 

取りはずした置台は、必ず元通りに取りつけてください。 - — 

d 電池ケースか6乾電池を取りはずず。 

乾輩池を取りつけたまま保管すると、液漏れしてストーブを腐食ごせることびあります。 

5巧震自動消火装置を作動させる。 

巧漂自勤消乂装置を作動ごせ、しんを下げた状態にして<ださい。 

R 点検、掃除をずる。 

cmo ページの 「点揉-手入れのしかた I の項呂にしたがって.点検、手入れ、掃除をして<ださい。 

③ス I ブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるをのは新しいをのに交換してくださし、。 

⑤ストーブの巧れは、めれた布でふいて落とし、乾いた巧で水気を取り除いてください。 

7収納する。 

包装箱に入れて、湿気のかない場所にな管して<ださい。 
r 取巧説明書」やり呆証ま」を忘れずに大切に保管してください。 

( -お願い- N 

•高ミ豆を湿、直が日光の当たる場所には、保管しないでくだごい。 

. 鏡が出たり、樹脂部品び変おずる原因にな0まず。 


• 口油は変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使いきる）ようにしてください。 

•取 D はずした乾壁池は、表示してある使用推奨期限内は畢池能力びのこっていれば他の製品に使用でさますので、再利用され 
ることをおすすめします。 


廃棄ずるとを 


本ぺ—ジの 營(長期間使用しない場合） I の1項を参照して、ミ由タンク內の打油を抜をおり、電池ケースから乾電池を取りはずし 
て廃棄してください。 







































アフターサービス 


保証について 


•添付しております保証書は販壳店で所定事項を記入しておミ度ししまずので、記載内容をご確認のうえ大切に保管してくださし、。 
★保詢期間は、お買上げの曰より1年間でず。 

f -お願い- 

次のよラな原因による故障および事故につさましては、保証の対象となりませんのでま意して<ださい。 

(1) 変質灯油や不純丹油など、またな油けがの燃料を使用したための巧障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆさとどかなかったために起こった故障や事巧。 

(3) 純正部品けがのものを使用したり、しんに夕ールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足や、点火ヒーターの 
断線による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん、点火ヒーター)の巧障。 

(5) このお巧説明書や、本体貼付ラベル類による危険-塞告-ミ主意-お願い事項び守られず、誤った使いちをされた場合の 
が障や事故。 

• その他詳細の保詔内容については、保証書の記載内容をご費ください。 


修理を依頼ずるとき 


• 「故障-異常の見分け方と赃置方法」 （12 ベージ)に従って、処置をおこなってくだごい。 

直らないときは、使用を中止し、必ずお買上げの販売店に修理を依頼してください。 

•下記の事項を連絡してください。 

①品名…石ミ由ストーブ(呂然通気形開放式石油ストーブ） 

③ 型式の呼び…(例) ML -25 B (ストーブ側面に貼ってある銘版をお読みください。） 

⑤ お買上げ年月曰 

④ 巧障の状況(できるだけ具巧のに） 

⑥ おなまえ.おところ，電話番号 

•修理に際しましては、保証書を提示してください。保証書の規定に巧って、販売店び修理させていただきます。 
•イ呆巧期間び過ぎていてち、依頼により有料で修理ごせていただきます。 

•修理料金は、巧術料，部品代，出張料などで情成されています。 


補修用性能部品について 


• 石油ストーブの補修用性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)の保有期間は製造巧切り後6年です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買上げの販売店、または、ちよりの L お客様ホ目説窓口—黄 J (別紙参照)までお問い 
合わせください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

_1 

お買上げ年月日 

年月 曰 

お買上げ店名 

\ 

(電話番号 ）（ ) - 

- y 


株式会社 1-31-= 

本 な 名古屋市瑞穂区桃園町已番17号 
干4巨 7-08 己己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


ミミミな式を化トヨト S は巧坦巧抵の一巧としてこのおの説巧»は再生巧を梗用しています。 

ち化/ <ルブだを* f か％ RSK そ巧規 





